微粒炭と黒ボク土

　日本の火山周辺などでしばしば見かけられる土壌に、黒ボク土と呼ばれる土壌がある。それは有機物を多量に含んだ黒色の土壌で、黒色土とも呼ばれ、厚さは地表から1m以上あるものもある。北海道から九州まで日本全国に広く分布し、その土壌の割合は、国土の約17％（面積約6.5万平方キロ）に及ぶ。

　黒ボク土をアルカリ溶液や過酸化水素水などで処理することにより、その中から多くの微小な黒色の物質を抽出することができる。その微小な黒色物質の表面を高倍率の顕微鏡で観察すると、ほとんどが植物由来のものであることが確認できることなどから、それが炭であることがわかる。大部分が長さ１mmにも満たない大きさのそれらの炭は、一般に微粒炭と呼ばれる。

　微粒炭の元になった植物の識別は、必ずしも容易ではないが、その表面の形態などから微粒炭がどのような植物に由来するものかをある程度知ることができる（小椋 2007）。筆者のこれまでの研究では、黒ボク土中の微粒炭の起源となった植物には、一部例外はあるものの、ふつう樹木は少なく、ススキなどの草本が多いと考えられる｡それは、黒ボク土に含まれる植物珪酸体などの研究結果とも一致する（本書第８章参照）。

　なお、長さが0.1mmに満たないような小さな微粒炭では、その発生場所（火が燃えた所）が特定しにくいと考えられるのに対し、長さが約0.13mmよりも大きい微粒炭では、その発生場所が近いところにあると考えられる（Clark 1988）。黒ボク土には、そうした大きめの微粒炭も多く含まれている。

　また、最近の土壌に関する研究から、黒ボク土は、微粒炭のほかに風で運ばれた砂塵や火山灰などが少しずつ地面に積もることにより、下から上に向かって生成されたものと考えられる（鳥居ほか 1998 など）｡もちろん、湖底堆積物などに比べると、黒ボク土などの土壌では、さまざまな生き物による堆積物のかく乱はある程度避けられないであろうが、たとえば過去に火山の大噴火で火山灰が一時的に多く降った地域で、黒ボク土中に火山灰の層がきれいに見られることなどは、そのような土壌の生成説をよく裏付けているように思われる。

　そうした黒ボク土の生成過程などから、黒ボク土は、かなり長期にわたり、繰り返し草原的な植生が燃えることによりつくられた土壌であると考えられる｡その生成が始まる年代は、これまでの研究結果（山野井 1996；岡本 2005 など）を総合すると、土壌に含まれる放射性炭素（C14）による年代測定や土壌に挟まれた火山灰層の年代などから、場所による差は大きいとはいえ、数千年から約１万年前の縄文時代にさかのぼる場合が多い。

　こうして、今日では国土の約３分の２を森林が占める一方、草原は１％にも満たない程度しかない日本でも、縄文時代より長期にわたり、火が入ることにより維持された草原が見られたところが少なくなかったと考えられる｡また、黒ボク土が見られなくてもかつては草原であった所もあるため、かつての草原的植生の広がりは、現在黒ボク土が見られる範囲よりもさらに大きかったものと思われる。

　ところで、かつて日本に草原的植生も広く見られたことは、たとえば明治期の統計資料や地形図などからも確認できる。たとえば、当時の地形図にはススキ草原に代表される半自然草原は「荒地」として記されているが、その当時、九州や東北地方の一部など、地域によってはそうした草原の割合がかなり大きかったことが、それによってわかる。また、そうした草原的植生が、春先などの定期的な火入れによって維持されていたことは、当時の文献から確認することができる（小椋 1996 など）。

　縄文時代などの古い時代における野火の原因については、断定的に述べることは難しいが、北米やヨーロッパなどでは森林などの植生の自然発火が時々発生するのに対し、日本では気候的条件により、それがきわめて希であることから、ほとんどが人為的なものであった可能性が高いように思われる。

  また、かつて日本に広大な草原が存在した背景としては、本書第Ⅲ～Ⅳ部にも記されているように、明治期や江戸時代の頃などは、草原から得られる草の肥料(刈敷)としての利用、牛馬の餌の確保や放牧地としての利用、民家の屋根の材料（萱）の確保などがあった。一方、縄文時代など、古い時代においては、黒ボク土地域で当時の狩猟用と思われる落し穴が見つかることなどから、草原と狩猟との関係が考えられる｡それは食糧確保の目的のほかに、作物を荒らすなど人間にとって害となる野生動物を駆除したり、それを居住域から遠ざけたりする目的もあったのかもしれない｡
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